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ヨ
止

で
字
引
い
γ

ご布
3
司
?
明
ぼ
之
内
直
件
一

事
J

業
ピ
あ
る
か
と
同
日
川
]
川
崎
7ι
有
及
竹
川
川
河
T
J
P一

ず
い
ま
す
V

調
%
程
ま
で
都
市
計
品
事
業
川
河
内
ι
i
m川
J
一

h
1
3
i
て
行
仰
れ
て

?
3す
勺
ぽ
都
、
市

η

予
芝
d
r一

パ
J11hJJ{七
¥JU
一一問!勾一一法点崎川

?
k叫
¥
却
し
川
り
1
1
1

一
ご
占
時
肉
株
一

3
3亨
が
ま
だ
な
マ
小
て
や
り
ケ
川
内
ヱ
プ
い

3
寸ソ一

国
司

1
1
1
1
1
1
1
I
H
-
-
h
H
E
R
-



I I 

副
F

ヨ

創

J
H
4
n

識
調

A
誠

一

一

る
川
悦
ゆ
川

W
V河
川
比
一
も

-w川
パ
バ
川

ι廊
骨
折
砂
採
半
一

い
う
も
の
を
例
め
て
れ
め
る
の
ヴ
で
小
ず
い

3
寸
勺
ど
ん
な
伶
一
一

ー亨し

:γ
ふが
l
h
M
ーがいん引ないい一ー

ι引
み
一
丸
投
令
!
?
!
細
N
l
h
?
?
ーη

引
J
J
E

ボ
l
F

い
ま
す
小
、
り
ミ
す

3
す
わ
か
、
り
な
く
ヤ
る
《
は
当
h
l
v一
一
向
ケ
ん
一
一

で

ご

ず

い

3
1
て
け
て
小
山
い
よ
ヲ
て
込
キ
ボ
帯
議
中

K
Pい
と
い
一
一

う
ご
と
ぶ
で
て
く
る
ん
じ
な
い
か
と
忠
い

3
1
ご
め
今
一
中
一
一

計
品
視
さ
一
賦
課
す
る
と
き
議
会
で
も
フ
て
、
一
中
官
一
三
、
ん
は
ご
一
一

れ
は
鎗
土
中
の
革
、
宇
齢
別
玖
丹
理
的
/
決
め
作
詞
あ
と
柑

3
ず
る
と
時

ー
に
れ
れ
州
州
ポ

U
川
?
創
叫
す

3umuuuJ:λ
引
叫
州
民
自

と

、

記

憶

!

て

舌

り

ま

す

計

七

径

刷

出

乃

1
3ず
り
は
一

一
長
八
と
い
た
)
ま
!
て
ス
停
一
ニ
了
一
日
斗
l

、
一
岐
に
は
す
て
れ
、
一
巾
当
局
間

η
殉
努
刀
に
よ

h
1
3
1
て
芝
宇
さ
占
了
て
苛

?
?
m
h
4
h
3闘

す
了
て
の
余
求
を
浸
け
ヰ
!
て
三
!
ニ
』
司
令
議
も
玲
そ
ら
く
史
学
問

代
な
る
ん
ど
マ
マ
い
?
と
い
う
よ
う

U
ムヲ
F
さ，，
λ
均
二
見
通
ー
と
闇



間
ば
り
れ
ま
す
か
で
れ
代
よ
り

3
l
て
も
!
も
と
れ
が
史
宇
田

向

7
7
3
1
及
、
?
市
長
マ
人
代
号
令
小
ミ

i
て
は
之
内
称
帝
国

南
晶
抵
は
崎
小
(
?
?
た
忠
川
J
d川

:
7
T
Z
-
I
l
-

-
及
川
山
川
1il--一
川
河
川
人
川
時
下
町
必
税

i
A
r
N
h
l聞

と
い
尺

!
z
l
た
な
、
ヮ
、
ほ
表
4
4
村

埼

込

今

光

戸

な

ん

、

り

子

、

中

に

欄

ア
-
ア
入
す
吋
き
エ
事
J

さ
!
て
い
及
だ
か
な
げ
れ
ud
い
ヴ
な
い
と
考
闘

え
る
も
の
で
ご
す
い

3
す
が
そ
の
エ
事
J

き
と
う
い
う
ま
う

な
エ
事
ー
で
何
』
午
ご
ろ
か
、
ワ
丹
や
り
同
い
な
る
か
ミ
恥
も
去

伺
い
ー
た
い
i
ζ

思
い
ミ
す
。

7
1良
川
戸
市
河
川
河
川
花
開
市
計
品
械
は
同

Jkzf

川
河
税
津
小
ー
》
M
2
1川
河

i
h
&河
川
魚
崎
ド
岐
点
[
7

一
る
も
勺
で
ず
め
る
と
が
は
考
え
ま
す
?
一
寸
一
与
、
夜

η

文革，

一

111115ijuuEUPU-日
;
ゐ
旭
川
越
令

ボ

T
て
沿
る
勺
で
ご
ず
い
ま
す
に
洋
一
ご
子
及
川

r
号

?
2
1

剛

司

[

竺

宮

h
q
H
量
問
、
誌



F 市'V"，.-明アm;-:::

型

信

珂

J
P

言
"
譜
曜
向

4
3

て
孔
相
当
内
縁
あ
る
も
勾
之
、
認
め
、
り
れ
・

3
す
が
り
で
の

!11111緯
結
合
内
A
m
j
h吋
?
3
1
1々
す
手
厚
鰻
お
代
ー
っ
山
?
入
山
小

す
る
処
理

E
l
て
い
、
り
ヲ

j
ゃ
い
ま
す

tT
ご

内

三

γ
ロ
ス
さ
恥
伺

M
l
て
-
和
ウ
管
向
さ
持
リ
た
い
と
忠
い

3
1

-

l

D

?

長
田
狩
十
判
汚
名
誉
ム
ぎ

|
1
1
1
1
1
1
lー

ー

ー

ゆ
及
川
町
村
川
男
尼
崎
吋
高

1
3本
λ

河
川
げ
は
戸
1

1

i

l

時
五
五
十
本
布
市
町
品
説

ι冷
体

It--川
味
川
ほ

す
ボ
訴
、
市
計
，
島
事
業
ぼ
称
、
市
計
品

ι
境
問
?
り
め
J

街
路
、
水

利
、
公
邸
、
下
ふ
足
立
予
ず
む
ず
れ
ま
!
て
公
立
〈
?
字
率
志
雄

持

l
z
A
ぽ
褐
利
定
増
進
す
る
た
め
作
、
守
寒
り
・
・
6

竣
家
主
行
、
フ

灼
ヴ
で
ご
ず
い
ミ
丈
、
、
点
、
ヮ

2
手

在

行

う

と

き

は

条

代

r
d
J

川
川
市
町
畑
町
出
品
一
暁
A
何
時
KJi--川
断
一
市
川
崎
川
川
崎

3
1
て
要
説
久
珪
の
許
可
を
掃
作
て
は
い
均
て
能
行
マ
れ
る
も

η

す
h

d

b

官

ノ

ご

れ

が

晶

事

J

押
切
り
ワ
で
て
い
ま



一

、

当

a

a

-

e

司

有

1
1

ミ

ル

!

"

“

ミ
の
帯
、
市
、
昨
品
事
業
は
、
市
民
二
宮
失
が
ま
や
・
れ
て
い
る
之
一
酬

と
は
仰
せ
内
通
り
亨
実
、
で
で
ず
い
ミ
す
。

A
V

得
後
↑
内
情
、
都
万
一
率
一
¥

考
え
ミ
す
と
晴
ヤ
ぽ
い
た
不
均
衡
の
。
?
?
代
田
ぺ
わ
れ
ミ
す
り
F

で
都
市
計
晶
一
乳
飲
以
ぱ
ー
伏
い
は
1
1

可
下
品
!
?
?
川
川
守
は
努
時
何
点
宮
内
l
m

崎
沖
色
川
内
川
:
川
河
時
お
明
ゆ
い
川
一
一
ρ
川
河
ゆ
剖
川
号
一
1
1
」

吋

'W

マ
ー
ま
た
鵠
家
内
補
修
け
寺
山
い
も
才
合
言
期
ー
で
い
る
わ
け
で
ソ
一

(
l
h
γ
川
:
1
!と
主
長
?
ぷ
klι
川

ι寸
ι送
路
町
い
ー
崎
明

-A君
子

13dl可
洋
略
兵
i
k早
川
い
渡
府
掠
ヨ
ー
石
川
直
由

花
玖
来
事
業
な
ど
さ
れ
、
り
さ
帰
市
い
宇
陀

1
3
1
て
裏
符
花
域
-

A
1
E
-判
E
E
l
2
5引川町
i
E
1一

か

l
い
勺
ピ
シ
プ
い
ま
す
、
か
不
均
衡
を
是
正
す
る
よ
、
フ
努
め
て
由

参

9
3
1
売

。

明

新
与
度
予
一
草
，

Z句、

3
1
で
え
で
の
失
き

T
令
ー
勘
奈
川
ー
川
川
品

ー
ヘ
ェ
ホ
賞
η
、
っ
ち
勺
エ
事
詩
愛
費
三
百
・
て
す
季
初
ね
ー
や

li
司
l
l
i
l
l
i
t
-
-
-
t
u
H
阜

商

き



炉

型

一

舗

d

4同
調

A
3

す
計
十
必
税
徴

-E附
の
ほ
仰
が
一
一
一
ナ
一
五
1J

一
度
内
い
民
十

3
1
で
三
、
て
倉
田

一
朱
狩
、
符
科
忠
良
、
ロ
お
さ
ま

l
て
百
エ
ナ
才
内
ミ
れ
ぽ
一
一
、
三
倍

η
閉

経
責
芝
、
計
よ

l
て
あ
る
よ
、
フ
な
わ
け
で
で
ず
い
ま
!
て
主
不
聞

き玖
η
待
持
審
理
的
オ
舎
を
到
!
て
い
る
み
火
、
オ
で
子
い

3
t
m

?
?
?
パ
い
た
ー
ま
i
て
さ
求
、
計
晶
を
捲

l
速
め
都
、
一
市
、
計
m

i

l

l

一白山町

-;13吃
J
は

5
農
村
し
ず
商

i

¥

わ
し
み

Jm十
兆
汁
吋
何
;
町
山

り
た
い
と
さ
、
フ
い
う
荷
お
で
む
ず
い
ヨ
玄
関
す
議
買
の
一
史
宇
町

内

-r了
た
、
ヮ
帯
、
一
明
、
計
晶
裁
は
と
、
勺

γ
い
か
と
い
う
締
結
果
向
代
欄

対

!
3
i
て

河

合

7
uぃ
、
り
た
だ
い
ま
内
情
勢
℃
は
都
市
計
&
闘

戒
は
境
情
通
り
越
婚
礼
!
て
行
き
た
に
で
の

J
フ
代
考
、
え
て
d

ぃ晶

る

次

、

才

で

ご

ず

い

ま

す

川

、

閉

ま

た

三

長

と

い

た

!
z
l
て一一一
7
』
午
、
主
主
与
、
夜

η
諜
君
主
す
よ
〈
ず
醐

セ
予
之
~
百
八
丁
副
り
が
あ
る
り
ヴ
で
ご
ず
い
ま
す
が
と
小
さ
不
ま
績
と
一

1
3
1
て
も
!
周
永
ヘ
返
工
す
る
よ
、
フ
皆
、
、
と
が
あ
り

3
!
た
酬

盟国島

" 
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軍
でた

場

合

れ

ほ

ミ

ん

ご

η
子
宮
サ
瑳
得

2
作
蒋
市
町
中
す
撞
f

き
E

き
た

i
手
す
の
で
綾
越

!
η

丸
呈

Eι
》
た
わ
け
で
ご
ず
い

3
1

緩
和
三

7
-一
与
、
反
事
業
と
l
z
l
て
す
エ
自
す
円
三

i
f
J
M

子
、
宜
供
譜

鶏
裁
を
拐
、
人
て
一
千
二
恵
三
之
す
て
?
三
百
ハ

7
品
作
代
子
宮
す
を
み

た
め
げ
で
で
ず
い

3
ナ
.
次
』
-
A
E
港、
L
g
!
γ
一
げ
ま
す
，

色
町
川
和
川
和
忍
当
丈
q
j
J
u
lで
ー
た
川
町
川
干
す
去
〈
マ
ん

??一二二代が
1
的
f

令
を
禄
趣
含
代
ー
た
と
い
、
フ
ご
と
き
即
!
マ

・
れ
ま

1
3三

T

一年、友
η
叉
等
報
告
日
い
よ
)
?
バ
縁
起
合

l
r

・

7
ご
と
ほ

?
?
l
J
W
U
i
u
-
Z芯
ふ
ん

J

て

~-17い

ま

す

が

ミ

η
処
理
内
、
す
峰
山
で
ご
ず
い

3
す
が
家
l
て

芝

寸

τ今
度
目
い
で
れ

だ
ザ
今
も
ユ
按
ブ
及
、
り
さ
寸
=
与
、
凌

η

予
等
書
ヘ
京

tι

州
、
句
、
も
ん
じ
綱
、
す
い
か
と
考
え
る
も
ん
で
ご
ず
い
ま
す
F

が
り
で
め
占
久

い
h
r
d
r

了
ご
ず
い

3
1
a
、
フ
か
。

市
長
吉
村
利
男
容
》
護
、
試
課
長
苔
1

て
苓
帯
F

い
及
マ
せ
ま
寸
・
何

明

|

|

切

t
u
伝

義

雪量

4
 1

;
 

送



型

貨

d

烹
試
課
長
ヘ
新
サ
雪
崩
忍
砂
答
、
え
い

f
n
j
t
d
す
.

llJi--7友
l
f
:河
川
守
三

iι
甲
1
!
?一一寸二!一
AJJ
・-変
K
標
!
!

?

と

代

い

玲

1
3
1
そ
ご
沿
求
写
代
奇
い
て
、
認
め
、
つ
れ

ミ
l
て
決
算
全
国
-F
也
事
い
て
あ
h
v
ま
す
?
一
一
す
ニ
}
司

47度

2
J

等
代
、
守
一
1

7
く
て
も
よ
ろ
)
勺
別
会
、
計
と
い
た
!
ミ
i

て
た
琴
い
た
!
て
去
り
ま
士
一
ニ
?
一
〈
す
て
一
寸
三
百
ハ

7
月

ぼ

三

寸
亡
午
、
友

η
エ
事

J

り
催
記
之
い
た

l
ま
1

て
現
石
被
行
!
て

否
リ
ま
す
。
ヰ

r一
ピ
ご
ざ
い

3
1

一P
司
令
官
寸
禄
、
部
忍
)
け
て
、
つ
い
た

1

3
す
と
で
ご
二
!
一
〈
才
ケ
、
仰
い
が

1
b

-
ー
ト
川
崎
一
八
汗
一
号
以
外
川
冷
川
|
山

1
1
T川
直
:
巾
川
!

芝
、
試
課
長
令
新
守
、
官
室
尚
喜
)
一
-
子
一
一
与
、
官
伎
の
子
宮
サ
戸
ぽ
和
、
人
ず
れ
対

理
1

て
れ
の
リ
す
も
す
。
川
ホ
L

で

ご

ず

い

ミ

オ

μ

ご
一
ナ
問
令
長
J
ぷ
汚
包
い
川
;
同
ι
寸
小
い
陳
品
十
一
河
川
川
時
市
川
川
房
川

r
ロ
え
が
あ
る
ん
で
す
が
別
迩
、
計
と
い
う
各
一
、
味
が
わ
か
、
り
ケ
い

----_-- -~~-一一ー一一『甘雪

言

説:

A 
3 

i
t
-
-
i
f
i
f
F
e
j
h
f
f
 



一一一一一一



回
F

T

舗

d

A

同

議

A
3

尚
一
?
?
て
十
宇
都
、
一
』
号
支
下
付
1

た令ず町一一同一一

一
之
!
?
川
一
言
戸
沖
刊

A13-W1il引
は
!
?
沼
戸
才
一

E一寸
11F一一

余
の
ニ
・
山
い
よ
フ
て
議
会
内
叫
一
被
又
五
一
得
で
三
士
一
w

号
、
度
同
い
設
定

1
て俊一一

町一一一山一
171門司

ι川
川
川
市
川
『
ゾ
伊
川
ー

ιJぐ
れ

ι岡
野
俊
庫
1
L山小|一一

エ
l
て
子
宮
サ
い
い
、
計
よ
ー
す
る
一
三
客
以

!γ(
状
へ
ー
紋
《
/
も
と
む
え
一
一

志
ー
さ
す
一
一
年
:
凌

η
お
れ
笛
サ
で
報
告
す
れ
ぽ
、
良
し
い
『
三
川
河
川
」
一

て
考
る
。
ご
う
い
、
フ
カ
げ
で
で
ず
い

3

t

d

一-

E
A
h時
ー
す
川
崎
Z
広
広
畑
佐
川
流
広
げ
川
区
内
々
:
司
一
i

l
町

号
、
課
長
(
之
、
7
安
署
〉
託

K
直
I
l
-
-
l
i
l
i
-
-
」

8
4沼
津
、
オ
ニ
局
三

7
2勺
之
究
左
手
写
η
賛
自
の
?
で
勾
性
質
主
開

又
は
予
算

F

剤
、
立
後
の
古
宇
宙
代
墓
き
年
表
門
に
リ
で
の
す
久
之
志
保
一
同

l

い
河
川
川
崎
山
川
阿
川
河
川
同
川
け
川
吋
日
十
河
川
誠
険
機
除
古
府

l
k
E岸
川
友
山
線
河
川
川
味
川
河
}
川
川
川
川
河
川
る
ρ
|
i
l
l
-

一
七
吾
(
喝
安
料
作
君
)
マ
ア
め

J
m
A
1
η

誤
又
E
縁
日
て
!
と
い
う
ご
と
い
わ
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あ
る
ん
で
す
が
す
2

7

1
乙
矢
怠
!
た
ん

lr司
波
小
片
品
崎
川
可

決
さ
待
て
い
る
が
リ
て

reー
川
門
川
企
庁
川
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